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概要

このマニュアルには、Cisco APICリリース 2.0(2f)および Cisco Nexus 9000シリーズ ACIモードスイッチ、リリース
12.0(2f)のACIパラメータに関して検証された拡張性の最大制限値が記載されています。これらの値は、各機能を表に
指定された数に対して拡張したプロファイルに基づいています。これらの数値は、有効な ACIファブリックの拡張性
を理論的に示すものではありません。

一般的なスケーラビリティの制限値

• L2ファブリック：レガシーモードでは、L2ファブリックプロファイルで有効なルーティング、L3コンテキス
ト、およびコントラクトはありません。このプロファイルのテナントは、1つの専用 ACIテナントにマッピング
する必要はありません。代わりに、テナントは一連のEPGで代表させることができます。APICコントローラノー
ド間の負荷共有を改善するには、EPGおよび BDを ACIテナント全体に配分する必要があります。

• L3ファブリック： ACI L3ファブリックソリューションは、パブリッククラウドおよび大規模な企業向けの機能
豊富で拡張性に優れたソリューションです。この設計では、ほとんどすべてのサポートされている機能が同時に導

入され、ソリューションとしてテストされます。このセクションで示すスケーラビリティの数値は、多次元スケー

ラビリティの数値です。ファブリックのスケーラビリティの数値は、ファブリックで作成されるオブジェクトの総

数を表します。リーフあたりのスケーラビリティの数値は、個々のリーフスイッチで作成され、提示されるオブ

ジェクトです。ファブリックレベルのスケーラビリティの数値は、APICクラスタのスケーラビリティおよびテス
ト済みの上限値を表します。リーフあたりのスケーラビリティの数値は、ハードウェアの制限を受ける場合があり

ます。リーフあたりのスケーラビリティの数値は、リーフスイッチハードウェアによってサポートされるテスト

済みの上限値です。これは、ファブリックのすべてのリーフスイッチで最大拡張数によるテストを行ったという

意味ではありません。

•拡張ファブリック:拡張ファブリックにより、複数の場所に分散された複数のファブリック (最大3つ)を単一の管理
ドメインを持つ単一のファブリックとして接続できます。拡張ファブリック全体のスケールは、単一サイトのファ

ブリックの場合と同じです。たとえば、L3拡張ファブリックは、1つのサイトファブリックでサポートされるリー
フの最大数である最大200のリーフをサポートします。次の表には、ストレッチファブリックに関連するパラメー
タのみが記載されています。

•マルチポッド:マルチポッドは、隔離されたコントロールプレーンプロトコルを持つ複数のポッドで構成された、
障害耐性の高いファブリックのプロビジョニングを可能にします。また、マルチポッドでは、さらに柔軟にリーフ

とスパインスイッチ間のフルメッシュ配線を行うことができます。たとえば、リーフスイッチが異なるフロアや

異なる建物にまたがって分散している場合、マルチポッドでは、フロアごと、または建物ごとに複数のポッドをプ

ロビジョニングし、スパインスイッチを通じてポッド間を接続することができます。

マルチポッドはすべてのポッドに単一のAPICクラスタを使用します。そのため、すべてのポッドが単一のファブ
リックとして機能します。ポッド全体にわたって個々のAPICコントローラが配置されますが、それらはすべて単
一の APICクラスタの一部です。

大規模な L3ファブリックL3ファブリックL2ファブリック機能

533APICコントローラの数
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大規模な L3ファブリックL3ファブリックL2ファブリック機能

2008080リーフの数

666スパインの数

該当なしリーフごとに 12、ファブ
リックごとに 120

該当なしFEXの数

3,0001,000該当なしテナントの数

3,0001,000該当なしレイヤ 3 (L3)コンテキストの数

• 1,000のコントラクト

• 10,000のフィルタ

• 1,000のコントラクト

• 10,000のフィルタ

該当なしコントラクト/フィルタの数

15,000 (テナントあたり最
大 500)

15,000 (テナントあたり最
大 500)

21,000 (テナントあたり最
大 500)

エンドポイントグループ (EPG)の
数

150150150分離が有効になっているEPGsの数

180,000180,000180,000エンドポイント (EP)の数

15,00015,00021,000ブリッジドメイン (BD)の数

• IPv4; 40,000

• IPv6; 20,000

•リーフ IPv4および
IPv6ごとに合計1万

• IPv4; 40,000

• IPv6; 20,000

•リーフ IPv4および
IPv6ごとに合計1万

該当なしIP最長プレフィクス照合 (IP LPM)
の数 (外部接続)

この制限はすべてのプロ

トコル/中継シナリオに当
てはまります。

（注）

1,2001,200該当なしBGP、OSPFセッション、および
EIGRP (外部接続用)の合計数

8,0008,000該当なしマルチキャストグループの数

8,0008,000該当なしVRF当たりのマルチキャストグ
ループの数

• 50 vDS

• 5 AVS

• 50 vDS

• 5 AVS

該当なしvCenterの数

1,0001,000該当なしサービスチェーンの数

物理 30、仮想 1,200 (ファ
ブリックあたり最大1,500)

物理 30、仮想 1,200 (ファ
ブリックあたり最大1,200)

該当なしL4～ L7デバイスの数

3,2003,200該当なしESXホストの数 (VDS)
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大規模な L3ファブリックL3ファブリックL2ファブリック機能

3200 (ホストごとに1つの
AVSインスタンスのみ)

3200 (ホストごとに1つの
AVSインスタンスのみ)

該当なしESXホストの数 (AVS)

サーバの規模によって異な

る

サーバの規模によって異

なる

該当なしVMの数

303030ファブリック当たりの構成ゾーン

の数

•リーフスイッチごとに
256

•リーフスイッチごと
に 256

•リーフスイッチごと
に 256

BFDセッションの数

4個のポッド、ポッドあた
り最大200ノード、全体で
300リーフ

6個のポッド、全体で 80
ノード

該当なしマルチポッド

ファブリック内で 1000
VRF、60，000ルート

ファブリック内で 1000
VRF、60，000ルート

該当なしファブリックWAN経由のレイヤ 3
eVPNサービス

8000マルチキャストルー
ト

8000マルチキャストルー
ト

該当なしレイヤ 3マルチキャスト

ファブリックトポロジ、SPAN、テナント、コンテキスト、外部 EPG、ブリッジドメ
イン、エンドポイント、およびコントラクトスケーラビリティの制限値

ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

ファブリックトポロジ

（リーフ数/2） X 48320（FEXと HIF vPCの併用時）vPCの最大数

該当なし1,750（ポート Xカプセル化 <
64,000）

BDがクラシックモードの場合、L2
ファブリックモードで 48 X 3,500 =
168,000のポート VLANの組み合わ
せがサポートされます。

EPGが FEX上に展開され
ている場合、ポートVLAN
の組み合わせは 10,000に
制限されます。

（注）

vPCあたりのカプセル化の最大数

該当なし8vPCあたりのメンバーリンクの最大数
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ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

（リーフ数） X 4848PCの最大数

該当なし1,750（ポート Xカプセル化 <
64,000）

PCあたりのカプセル化の最大数

該当なし8PCあたりのメンバーリンクの最大数

（リーフ数） X 4848PC（アクセスポート）の最大数

該当なし1,750（ポート Xカプセル化 <
64,000）

アクセスポートあたりのカプセル化の最大

数

N/A64,000ポート x Vlanの数 (グローバル範囲)

(No FEX、local scope VLANなし)

該当なし10,000ポート x VLANの数 (ローカル範囲)

(FEXまたはローカル範囲 VLAN)

該当なしすべての VLANSTP

180,000• IPv4：12,000、または

• IPv6：6,000、または

• IPv4：4,000、IPv6：4,000

エンドポイント（EP）の最大数

8,0008,000マルチキャストグループの数

8,0008,000VRF当たりのマルチキャストグループの数

256256MACあたりの IPの数

ファブリックあたり 8つのファブ
リックセッション

•インフラまたはテナントセッ
ション 4

•ファブリックセッション 4
（VXLANは SPANで伝送され
ます）

SPAN

該当なし•すべてのリーフアクセスポー
トが 1つのセッションに含まれ
る場合があります。

•すべてのリーフファブリック
ポートが 1つのセッションに含
まれる場合があります。

SPANセッションあたりのポートの数
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ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

該当なし280SPANセッションあたりの送信元 EPG/BDの
数

該当なしブリッジドメインごとに256の仮想
IP

共通の拡散型ゲートウェイ

該当なし• 64入力ポリサー

• 64出力ポリサー

データプレーンポリサーの最大数

1010SNMPトラップ受信者の最大数

テナント

88テナントあたりのコンテキストの数

該当なし該当なしテナント（またはコンテキスト）あたりのア

プリケーションプロファイルの数

コンテキスト（特に明記しない限り、すべての数字はデュアルスタックに適用されます）

該当なし200コンテキストの最大数

4該当なしL3Outあたりのボーダーリーフ

該当なし1,000（IPv4）外部 EPG分類の LPMプレフィクスの最大数

該当なしコンテキストごとに 16vzAnyで指定されたコントラクトの最大数

該当なしコンテキストごとに 16vzAnyで使用されたコントラクトの最大数

400400L3 Outの最大数

400--コンテキストあたりの L3 Out

• 8（ルーテッドおよびルーテッ
ドサブインターフェイス）

• 400（SVI）

• 8（ルーテッドおよびルーテッ
ドサブインターフェイス）

• 200（SVI）

L3 Outあたりのルーテッド、ルーテッドサ
ブインターフェイス、または SVIの最大数

該当なし300BGPのダイナミックルーティングプロトコ
ルピアの最大数

該当なし150認証を有効にした BGPのダイナミックルー
ティングプロトコルピアの最大数

該当なし300OSPFのダイナミックルーティングプロトコ
ルピアの最大数
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ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

該当なし16EIGRPのダイナミックルーティングプロト
コルピアの最大数

• IPv4：40,000、または

• IPv6：20,000、または

• IPv4：10,000、IPv6：10,000

• IPv4：10,000、または

• IPv6：6,000、または

• IPv4：4,000、IPv6：4,000

スタティックルートの最大数

• IPv4：40,000、または

• IPv6：20,000、または

• IPv4：10,000、IPv6：10,000

• IPv4：10,000、または

• IPv6：6,000、または

• IPv4：4,000、IPv6：4,000

外部ルートの最大数

11L3 Outあたりのセカンダリアドレスの最大
数

• 400（SVI）

• 32（サブインターフェイス）

• 200（SVI）

• 32（サブインターフェイス）

コンテキストあたりの L3インターフェイス
の最大数（SVIおよびサブインターフェイ
ス）

• IPv4：6,000、または

• IPv6：3,000

• IPv4：2,000、または

• IPv6：1,000

共有 L3 Out

外部 EPG

40016L3 Outあたりの外部 EPGの数

400該当なしL3 Outの数

ブリッジドメイン

15,0001,750（レガシーモードの場合は
3,500）

マルチキャスト最適化モードの場合

は 50

BDの最大数

N/A256コンテキストごとのユニキャストルーティ

ングを使用した BDの最大数 (VRF)

BDごとに 1616（すべての BDでは不可）BDあたりのサブネットの最大数
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ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

34993,499（合計で 3,500を超えることは
できません）

ハードウェアでは 3499がサポート
されていますが、このリリースの有

効なソフトウェアサポートについて

は、ファブリックあたりの拡張を参

照してください。

BDあたりの EPGの最大数

11BDあたりの L2Outの数

1,750（レガシーモードの場合は
3,500）

マルチキャスト最適化モードを使

用する場合は 50

1,750（レガシーモードの場合は
3500）

マルチキャスト最適化モードを使用

する場合は 50

カスタムMACアドレスを含む BDの数

8,0008,000マルチキャストグループの数

128128マルチキャストグループあたりの EPG + L3
Outの最大数

17501750L3マルチキャストが有効になっている BD
の最大数

6464L3マルチキャストが有効になっている VRF
の最大数

該当なし4BDあたりの L3 Outの最大数

22BDあたりの DHCPリレーラベルの数

なしなしBD内のセカンダリサブネットに対する
DHCPリレー

11L2Outあたりの外部 EPGの数

1,0001,000PIMネイバーの最大数。

6464VRFあたりの PIMネイバーの最大数。

エンドポイントグループ（アプリケーションプロファイル）

15,000通常は 1,750、レガシーモードの場
合は 3,500

EPGの最大数

該当なしスタティックリーフバインディン

グ 1、およびダイナミック VMM 10
EPGあたりのカプセル化の最大数
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ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

該当なしリーフのポート数と同数EPGあたりの最大パスカプセル化バインディ
ング

該当なし1（パスまたはリーフバインディン
グ）

各ポートの EPGあたりのカプセル化の最大
数

該当なし• 10静的 (L2、L3、物理)

• 10動的

ドメインの最大数（物理、L2、L3）

該当なし• 50 vDS

• 5 AVS

VMMドメインの最大数

リーフごとに個別に適用可•ポートごとに 1（VLANをネイ
ティブVLANとして使用する場
合）

•ポートごとにネイティブVLAN
が異なる場合はポート数と同数

ネイティブカプセル化の最大数

リーフごとに個別に適用可• 1（パスバインディングの場合
はポート数と同数）

•ポートごとにネイティブVLAN
が異なる場合はポート数と同数

802.1pカプセル化の最大数

該当なし不可カプセル化のタグ付けまたはタグ付け解除

該当なし最大エンドポイント数EPGあたりのスタティックエンドポイント
の最大数

該当なし50テナントあたりのコンテキスト間アクセス用

サブネットの最大数

該当なし2EPGあたりのタブーコントラクトの最大数

該当なし4,000IPベースの EPG

契約
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ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

該当なし• 4,000（ALE v1）

• 32,000（ALE v2）

ToRと ALEのマッピング
については、以下の表を参

照してください。

（注）

セキュリティ TCAMサイズ

該当なしコントラクト内のエントリ数Xコン
シューマ EPG数 Xプロバイダ EPG
数 X 2

TCAM計算ツールで算出されるコントラクト
概算数および EPGが使用する概算数

1010同じ契約を提供する EPGの最大数

1010同じ契約を使用する EPGの最大数

FEX VPC

該当なし20FEX VPCポートの背後にある最大 EPG数

FCoE

N/A16VSANの最大数

N/A16VFCの最大数

該当なし96ポートあたりの FDISCの最大数

該当なし96SBあたりの FDISCの最大数

ACIでサポートされる ToRALEタイプ

• N9K-C9396PX + N9K-M12PQ

• N9K-C93128TX + N9K-M12PQ

• N9K-C9396TX + N9K-M12PQ

ALE v1

• N9K-C9396TX + N9K-M6PQ

• N9K-C93128TX + N9K-M6PQ

• N9K-C9396PX + N9K-M6PQ

• N9K-C9372TX 64K

• N9K-C9332PQ

• N9K-C9372PX

ALE v2
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複数のファブリックオプションのスケーラビリティの制限

ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

ストレッチファブリック

3該当なしストレッチファブリックとして使用できる

ファブリックの最大数

6該当なしルートリフレクタの最大数

マルチポッド

4N/Aポッドの最大数

200該当なしポッドあたりのノードの最大数

300N/A全体のリーフの最大数

VMMスケーラビリティの制限値

ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

VMware

50（vCenterごとに 10イベント/
分の負荷で検証）

該当なしvCenterの数（vDS）

10N/AvCenterの数（AVS）

2該当なしvCenter内のデータセンター

• 50 vDS

• 10 AVS

N/Aインスタンスの合計数 (VMMドメイン、VMM
コントローラ (vCenter/vShield))

該当なし240AVSあたりの ESXホストの数

5,000該当なしvCenter/vDSあたりの EPGの数

5,000該当なしVMwareドメイン/vDSへの EPGの数

3,500該当なしvCenter/AVSあたりの EPGの数

3,500該当なしVMwareドメイン/AVSへの EPGの数

10,00010,000AVSあたりのエンドポイント（EP）の数

10,00010,000vDSあたりのエンドポイントの数

10,00010,000vCenterあたりのエンドポイントの数
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ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

対応該当なしAVS用 RBACのサポート

対応該当なしvDS用 RBACのサポート

AVSでのマイクロセグメンテーション/DFW

該当なし100AVSあたりの ESXホストの数

該当なし1,000マイクロセグメンテト EPGの数

該当なし10,000vEthあたりの DFWフローの数

N/A250,000ESXホストあたりの拒否または許可された DFW
フローの数

10N/Aマイクロセグメンテト EPGあたりの VMMドメ
インの数

Microsoft

5該当なしSCVMMドメインごとのコントローラ数

5該当なしSCVMMドメインの数

3,000該当なしMicrosoft VMMドメインあたりの EPG

9,000該当なしすべてのMicrosoft VMMドメインに対する EPG

100該当なしHyperVホストあたりの EP/VNIC

3,000該当なしSCVMMあたりの EP/VNIC

1該当なしホストあたりの論理スイッチの数

4該当なし論理スイッチあたりのアップリンクの数

1,000該当なしWindows Azure Packサブスクリプションの数

150該当なしWindowsAzure Packインスタンスあたりのプラン
の数

200該当なしプランあたりのユーザの数

3該当なしユーザあたりのサブスクリプションの数

100該当なしWindows Azure Packユーザあたりの VMネット
ワーク数
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ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

3,000該当なしWindows Azure Packインスタンスあたりの VM
ネットワーク数

40該当なしテナント共有サービス/プロバイダの数

40該当なし共有サービスのコンシューマの数

50該当なしVIPの数 (Citrix)

50該当なしVIPの数 (F5)

該当なし1,000Microsoftマイクロセグメンテーション

レイヤ 4～レイヤ 7のスケーラビリティの制限値

ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

（L4～ L7の設定）

1,500該当なしL4～ L7論理デバイスクラスタの最大数

1,000該当なしグラフインスタンスの最大数

1該当なしグラフインスタンスあたりの VIPの最大数

30該当なしテナントあたりのデバイスクラスタの数

いずれか（Any）該当なしデバイスクラスタあたりのインターフェイスの数

100該当なしデバイスクラスタあたりのグラフインスタンスの数

対応該当なしASAの展開シナリオ（トランスペアレントまたはルーテッ
ド）

対応該当なしCitrixの展開シナリオ（SNATなどを使用したワンアーム）

対応該当なしF5の展開シナリオ（SNATなどを使用したワンアーム）

AD、TACACS、RBACのスケーラビリティの制限値

ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

テスト済み4（最大16/サーバタ
イプ）

該当なしACS/AD/LDAP認証ドメインの数

15（さらに拡張可能）該当なしログインドメインの数

15（さらに拡張可能）該当なしセキュリティドメイン/APICの数
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ファブリックあたりの拡張リーフあたりの拡張設定可能なオプション

4（さらに拡張可能）該当なしテナントが存在するセキュリティドメインの数

テスト済み 4（ドメインあたり
16）

該当なしプライオリティの数

テスト済み 4（合計 32ドメイ
ン）

該当なし返すことができるシェルプロファイルの数

ローカル 8,000/リモート 8,000該当なしユーザ数

500接続/NGNIX同時RESTログ
イン

該当なし同時ログインの数

QoSスケーラビリティの限界
次の表に、QoSのスケールの限界値を示します。スケール数は、リモートリーフがトポロジ内に存在するかどうか、
およびMPOD QoSポリシーと CoSの保持設定によって異なります。

QoSスケール

9カスタム QoSポリシーMPOD QoSポリシーが有効

9DSCPおよび Dot1Pを使用したカスタ
ム QOSポリシー

48Dot1Pを使用したカスタム QOSポリ
シー

48コントラクトによるカスタム QOSポ
リシー

9DSCPを使用したカスタム QoSポリ
シー、DSCPあり

CoSの保持が有効

9DSCPおよび Dot1Pを使用したカスタ
ム QoSポリシー

48Dot1Pを使用したカスタム QOSポリ
シー

48コントラクトによるカスタム QOSポ
リシー
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【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（www.cisco.com/jp/go/safety_warning/）をご
確認ください。本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては、

日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている場合が
ありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サ
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